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	2017年は、オルネッライア史上、最も暑く、最も乾燥した年となりました。冬からその兆候が見えました。冬は、平均気温が例年より3度以上も高く、降雨量は平年並みの非常に温暖な天候でした。結果として、発芽は例年より2週間も早く始まります。
	降雨量が非常に少なく、温暖な3月には、早くもブドウの成長が始まりました。4月末に、急激に気温が降下し、トスカーナ各地で、霜害が発生しました。オルネッライアの畑は地中海の沿岸にあり、海に近いおかげで気温が氷点下を下回ることはなく、発育中の芽は遅霜の被害を受けませんでした。5月には、温かく乾燥した天候が戻りました。ブドウの木や房は全体に小振りにはなったものの、理想的な条件で開花しました。7月と8月は、ほとんど雨が降らず猛暑となりましたが、夜間は大きく冷え込んだため、昼の暑さによるストレスから回復できま...
	気候と作柄
	2014年という特異なヴィンテージの後、2015年ヴィンテージは非常に標準的なワイン造りに適したお手本のような年でした。標準的な冬に続き、数日の零下の日もありましたが温暖で適度な雨量により4月が始まって数日の間に発芽しました。春は乾燥して天気が良く、ブドウの生育にとっては理想的な条件で5月末には既に花が満開となりました。6月からは雨量が減り水ストレスが高まっていきました。7月は１ヶ月ずっと最高気温30度を超える日が続き、特に暑く乾燥した期間として記憶に残るでしょう。雨不足と熱波により、ブドウの成熟...



